
非常用洪水吐ゲート 
ひじょうようこうずいばき 

常用洪水吐ゲート 

じょうようこうずいばき 

洪水時最高水位 

洪水貯留準備水位 

ＥＬ.152.0ｍ 

ＥＬ.135.3ｍ 

一 庫 ダ ム の 主 な 年 間 貯 水 位 曲 線 
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ダ
ム
に
は
流
す
水
量
に
応
じ
て
、
洪
水
の
時
に
使
う
ゲ
ー
ト
と

普
段
の
時
に
使
う
ゲ
ー
ト
ま
た
は
バ
ル
ブ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
洪
水
時
に
使
用
す
る
ゲ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。 

利 水 基 準点  
（ 虫 生 地点 ）  

の 場 所  

一庫ダムオリジナ
ルのプライベート
ダムカード、  3月
～ 5 月は春のデザ
イ ン 配 布 中 ！  

平常時最高貯水位  EL.149.0m 平常時最高貯水位  EL.149.0m 

洪水貯留準備水位  EL.135.3m 
（6／16～10／15）  
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一
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ム
管
理
所 

放
流
設
備(

洪
水
吐
ゲ
ー
ト) 

一
庫
ダ
ム
の 

通常の出水時は常用洪水吐ゲートから放流します。 
非常用洪水吐ゲートは、管理開始以降、実際の放流で 
使用したことはありません。 

令和二年（２０２０年） 

３月号 Vol.6 

減 勢 工 

洪水吐からは大量の水が勢
いよく流れるため、この壁
で水の勢いを和らげます。   

ラジアルゲートとは？ 

今

月

の

一

庫

ダ

ム 

2
月
の
月
雨
量
は
6
３
・
4
㎜

で
、
平
年(

６
４
㎜)

に
対
し
約 

９
９
％
の
雨
量
で
し
た
。 

 
 

貯
水
池
の
状
況
は
、
2
月
末
現

在
、
貯
水
率
は
約
４
１
％
で
推 

移
し
て
い
ま
す
。 

 

一
庫
ダ
ム
の
下
流
河
川
の
状
況

は
、
利
水
基
準
地
点
虫
生
へ
13

日
間
、
約
６
５
万
㎥
を
補
給
し 

ま
し
た
。 

●
雨
量
、
貯
水
池
状
況
、
流
況 

ドローン動画
をYouTube
にて公開中！ 

貯水位 

EL.132.05m 

貯水池の状況 

(R2.2.28撮影) 

洪 水 の と き に 使 う ゲ ー ト 

常用洪水吐ゲート (コンジットゲート) 

放流管ゲートのことで、ダム堤体の下部に
設置されるゲートです。放流量が20ｍ3/s
以上のときに使用します。 

非常用洪水吐ゲート（クレストゲート） 

ダム堤頂部に設置され
るゲートのことで、ク
レストとはダムの堤頂
部を指します。 

2 0 1 8 . 5 . 1 2 

ク レ ス ト ゲ ー ト 
点 検 放 流 の 様 子 琉氏：撮影 

テンターゲートともいい、表面が円
弧状でその曲線の中心を軸として回
転することによって開閉する構造の
ゲート。ダムの洪水吐など、高い水
圧がかかる箇所では、ローラゲート 
かラジアルゲートが一般的です。 

常用洪水吐ゲート放流が予測される場合には、洪水警
戒体制を発令し、関係機関への放流通知および下流河
川の放流警報・巡視を実施した後に放流を開始します。 

 
また、放流にあたっては、下流に急激な水位の変動を 
生じないよう努めます。 

異常洪水時に使用する
ゲートで、ダムの貯水
容量が満水になりそう
な時に使用します。 



遊 歩 道 

エ
ド
ヒ
ガ
ン
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
！ 
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っ
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楽
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一
庫
ダ
ム
管
理
所
で
は
「
水
・

人
・
自
然
の
調
和
」
を
目
指
し
て
、

地
域
の
方
々
に
愛
さ
れ
る
エ
ド
ヒ
ガ

ン
植
樹
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
一
環
と
し
て
昨
年
９
月
よ
り

「
一
庫
ダ
ム
エ
ド
ヒ
ガ
ン
（
桜
）
植

樹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
、
寄 

附
金
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。 

多
く
の
み
な
さ
ま
か
ら
ご
賛
同
を
い

た
だ
い
た
こ
と
で
、
計
画
ど
お
り
ダ

ム
下
流
広
場
内
全
体
に
植
樹
を
す
る 

 

今
回
は
一
庫
ダ
ム
と
そ
の
景
色
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
「
屋
上
開

放
」
と
「
展
望
台
」
、
お
す
す
め

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

一
庫
ダ
ム
で
は
、
ダ
ム
の
右
岸
側

に
「
屋
上
開
放
」
施
設
２
箇
所
と

「
展
望
台
」
２
箇
所
の
計
４
箇
所
を

設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
施
設
で
は

雄
大
に
広
が
る
一
庫
ダ
ム
湖
（
知
明

湖
）
や
一
庫
ダ
ム
を
よ
り
身
近
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
、
知
明
湖
の
主

（
？
）
の
大
き
な
ナ
マ
ズ
の
お
出
迎 

え
も
あ
り
ま
す
。 

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
豆
知
識 

 

エ
ド
ヒ
ガ
ン
は
バ
ラ
科
サ
ク
ラ
属

の
植
物
の
一
種
。
桜
の
野
生
種
の
一

つ
で
す
。
落
葉
高
木
で
あ
り
、
樹
高

は
お
お
よ
そ
１
５
ｍ
～
２
５
ｍ
。
葉

は
楕
円
形
で
長
辺
が
5
～
１
０
㎝
。

名
前
の
通
り
春
の
彼
岸
ご
ろ
に
花
を

咲
か
せ
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
よ
り
早
く

花
が
着
き
始
め
る
。
花
は
薄
紅
色
か

ら
白
で
花
弁
は
5
枚
で
一
重
。
萼
の

付
け
根
が
丸
く
膨
ら
ん
で
い
る
た
め

見
分
け
や
す
い
。
葉
よ
り
先
に
花
が

咲
き
、
咲
き
は
じ
め
は
他
種
に
比
べ

る
と
一
週
間
か
ら
十
日
ほ
ど
早
い
。 
 

花
が
多
く
咲
く
特
性
か
ら
多
く
の

品
種
の
母
種
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
片
親
と
し 

て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

エ
ド
ヒ
ガ
ン
と
は 

一
庫
の
歴
史
と
風
景
を
た
ず
ね
て 

周
辺
ス
ポ
ッ
ト
紹
介 

山

下

城

跡 
 

一
庫
ダ
ム
の
堰
堤
（
え
ん
て
い
）

下
流
の
一
庫
大
路
次
川
沿
い
に
あ
っ

た
温
泉
場
で
す
。
明
治
期
ま
で
は
有

馬
温
泉
・
平
野
湯
・
一
庫
湯
と
三
つ

合
わ
せ
て
『
摂
津
三
湯
』
と
呼
ば
れ 

て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
後
期
に
著

さ
れ
た
観
光
案
内
書
と
い
え
る
『
摂

津
名
所
図
会
』
に
は
、
煙
を
あ
げ
て

い
る
湯
屋
と
宿
と
思
わ
れ
る
建
物
が 

 

一
庫
ダ
ム
の
堰
堤
の
南
側
に
は
中

世
の
山
城
と
し
て
知
ら
れ
る
山
下
城

跡
が
あ
り
ま
す
。
山
下
城
は
室
町
時

代
に
こ
の
一
帯
を
支
配
し
て
い
た
国

人
領
主
塩
川
氏
が
築
い
た
と
伝
え 

ら
れ
て
い
ま
す
。 

描
か
れ
て
お
り
、
当
時
の

様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。 

『
摂
津
名
所
図
会
』
の
記

述
に
よ
る
と
、
湧
き
出
て

い
る
冷
泉
を
沸
か
し
て
利

用
し
、
風
流
な
趣
を
も
っ

た
宿
が
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
そ
の
後
も
多

く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
ま

し
た
が
、
現
在
は
上
ノ
畑

公
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

一

庫

ダ

ム

に

お

け

る 

エ

ド

ヒ

ガ

ン

保

全

の

取

り

組

み 
その 3 
来て楽しむ♪ 

 

ま
た
、
３
月
末
か
ら
４

月
に
か
け
て
は
咲
き
誇
る

エ
ド
ヒ
ガ
ン
の
景
色
を
お

楽
し
み
い
た
だ
け
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
み
な
さ
ま
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、 

是
非
お
越
し
下
さ
い
ま
せ
。 

 

一
庫
ダ
ム
で
は
み
な
さ
ま
に
「
来

て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
、
知
っ
て

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
」
取
り
組
み

と
し
ま
し
て
、
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
令
和
２
年
３
月
号
も
引

き
続
き
「
来
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
」
活
動
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き 

ま
す
。 

一
庫
湯
（
ひ
と
く
ら
ゆ
） 

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

当
初
、
２
月
２
９
日
（
土
）
に
記

念
植
樹
式
を
予
定
い
た
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対

応
に
よ

り
中
止

と
し

ま
し
た

。 
 

こ
の
た
め
、
今
回
は
２
月
２
８
日

（
金
）
に
「
渓
の
桜
を
守
る
会
」
様

の
ご
指
導
・
ご
協
力
の
も
と
、
一
庫

ダ
ム
管
理
所
職
員
に
よ
り
心
を
込
め

て
３
０
本
の
苗
木
を
植
樹
い
た
し
ま 

し
た
。 Project 

プ ロ ジ ェ ク ト  

一庫ダム 
エドヒガン植樹 

 

塩
川
氏
は
多
田
院
御
家
人
の
有
力

者
と
し
て
、
室
町
幕
府
の
管
領
細
川

氏
の
家
臣
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
の
塩
川
氏
は
、
「
多

田
雪
霜
談
」
に
よ
る
と
、
天
正
14
年

に
豊
臣
秀
吉
の
命
を
受
け
た
片
桐
且

元
・
池
田
輝
政
・
堀
尾
吉
晴
に
攻
め

ら
れ
て
、
山
下
城
は
落
城
し
滅
ぼ
さ 

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

山

下

城

と

姫

が

淵 

一
庫
で
は
古
く
か
ら
、
山
下
城
落
城

の
混
乱
の
中
で
城
中
の
姫
た
ち
が
城

の
背
後
を
流
れ
る
一
庫
大
路
次
川
に

身
を
な
げ
た
と
の
伝
説
が
あ
り
、
こ

こ
を
「
姫
が
淵
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

こ
の
話
の
舞
台
と
な
っ
た
ダ
ム
堰
堤

（
え
ん
て
い
）
下
付
近
に
は
、
か
つ

て
、
城
中
か
ら
通
じ
る
抜
け
穴
と
い

わ
れ
た
洞
窟
（
湯
本
穴
）
が
あ
っ
て
、

こ
こ
か
ら
姫
た
ち
が
身
を
投
げ
た
と 

い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

城山の登山口 
登山口から頂上ま
では徒歩約35分 

山下城跡 

矢印の下にある
旅館の建物で
『一庫温泉』に
入ることができ
たそうです。 

山下城跡 

一 庫 湯 跡 
上 ノ 畑 公 園 

支障木伐採 植 樹 箇 所 掘 削 

壁画のある展望台からの景色 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

の
建
物
の
屋
上
展
望
台
、

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
は
３
月

中
旬
解
放
予
定
で
す
。 

屋 上 展 望 台 

ウッドデッキ(小） 

ウッドデッキ 

「一庫橋」からの景色 

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
（
小
）
は

唐
松
公
園
か
ら
続
く
遊
歩

道
の
途
中
に
あ
り
ま
す
。 


